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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　塩化カルシウム（ＣａＣｌ ２）および／または水酸化塩化カルシウム（ＣａＣｌＯＨ）

と、水酸化カルシウム（Ｃａ（ＯＨ） ２）とを含み、さらに、金属アルミニウムを含む焼

却灰と、水およびセメントとを混合した後、該混合物にさらに塩化カルシウムを添加して

、該混合物中の液分のカルシウムイオン濃度が０．７Ｍ以上、かつ該液分のｐＨを１１．

１～１２にする、焼却灰中の金属アルミニウムの発泡抑制方法。

【請求項２】

　前記ｐＨが１１．１～１２になった混合物から固液分離して得られた塩化カルシウムを

含む液分を、前記塩化カルシウムの全部または一部としてリサイクルする、請求項１に記

載の焼却灰中の金属アルミニウムの発泡抑制方法。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、焼却灰に含まれる金属アルミニウムの発泡を抑制するために、焼却灰のｐＨ

を低減する焼却灰の処理方法に関する。

【背景技術】

【０００２】
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　 焼 却 灰 は 、 表 １ に 示 す よ う に 、 一 般 に 、 両 性 金 属 で あ る 鉛 や 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む ほ

か 、 焼 却 炉 の 排 ガ ス 中 の 塩 化 水 素 を 中 和 す る た め に 吹 き 込 ま れ た 消 石 灰 や そ の 中 和 生 成 物

で あ る 塩 化 カ ル シ ウ ム を 含 む 。 そ し て 、 焼 却 灰 の 液 性 は 、 未 反 応 の ま ま で 残 存 す る 消 石 灰

の た め 、 一 般 に 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 溶 解 平 衡 か ら 最 大 ｐ Ｈ １ ２ ． ７ 程 度 の ア ル カ リ 性 を 示

す 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 鉛 は 両 性 金 属 で あ る か ら 、 鉛 の 溶 解 度 は 、 非 特 許 文 献 １ の 図 １ に 示 す よ う に 、 ｐ Ｈ １ ２

以 下 で は 低 い が ｐ Ｈ １ ２ を 超 え る と 急 に 高 く な る 。 ま た 、 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム は 、 下 記 反 応

式 に 示 す よ う に 、 ア ル カ リ 性 の 液 中 で は 水 を 還 元 し て 水 素 ガ ス が 発 生 す る 。

　 ２ Ａ ｌ ＋ ６ Ｏ Ｈ ＋ ６ Ｈ ２ Ｏ 　 → 　 ２ Ａ ｌ （ Ｏ Ｈ ） ３ ＋ ６ Ｏ Ｈ
－

＋ ３ Ｈ ２

　 た だ し 、 前 記 反 応 に よ り 生 成 す る 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム は 難 溶 性 で あ る た め 、 弱 ア ル カ リ

性 で は 、 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム の 表 面 に 難 溶 性 被 膜 が 形 成 さ れ て 前 記 反 応 は 停 止 す る 。 し か し

、 ｐ Ｈ １ ２ を 超 え る 強 ア ル カ リ 性 で は 、 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム が 水 溶 性 の ア ル ミ ン 酸 に 変 わ

る た め 、 前 記 反 応 は 停 止 す る こ と な く 水 素 ガ ス が 発 生 し 続 け る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 通 常 、 焼 却 灰 は 、 防 塵 や 減 容 化 の た め 、 焼 却 灰 の 質 量 の 数 ％ ～ ５ ０ ％ 程 度 の セ メ ン ト を

用 い て 固 型 化 処 理 し た 後 、 最 終 処 分 場 内 に 埋 め 立 て 処 分 さ れ て い る 。

　 そ し て 、 前 記 セ メ ン ト の 種 類 や 添 加 量 に よ り 、 セ メ ン ト 固 型 化 物 の ｐ Ｈ は １ ３ を 超 え る

場 合 が あ る 。 該 ｐ Ｈ で は 、 図 １ に 示 す よ う に 鉛 の 溶 解 度 は １ ０
－ ２

Ｍ を 超 え 、 ま た 、 セ メ

ン ト の 凝 結 の 初 期 段 階 か ら 水 素 ガ ス が 多 量 に 発 生 し て 、 焼 却 灰 と セ メ ン ト の 混 練 物 が 膨 張

し 、 硬 化 体 の 組 織 が 脆 く な る 。 さ ら に 、 水 素 ガ ス の 発 生 が 甚 だ し い 場 合 、 前 記 混 練 物 は １

個 の 硬 化 体 を 形 成 す る こ と な く 発 泡 し た り 、 崩 壊 し て 大 小 の 脆 弱 な 塊 状 物 に な り 、 該 塊 状

物 か ら の 鉛 の 溶 出 は 増 加 す る こ と が 予 想 さ れ る 。 ち な み に 、 水 質 汚 濁 防 止 法 に 規 定 す る 鉛

の 排 水 基 準 は ０ ． ３ ｍ ｇ ／ Ｌ （ １ ． ４ × １ ０
－ ６

Ｍ ） で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ で は 、 焼 却 灰 を ア ル カ リ ま た は 酸 で 処 理 し て 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム を 除

い た 後 に 、 セ メ ン ト を 用 い て 固 型 化 す る 方 法 が い く つ か 提 案 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 請

求 項 １ の 発 明 は 、 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム 等 が 残 存 す る 焼 却 灰 を ア ル カ リ 水 溶 液 で 処 理 し 、 金 属

ア ル ミ ニ ウ ム 等 を 水 酸 化 物 に し た 後 、 脱 水 し 、 セ メ ン ト を 加 え て 固 型 化 す る 方 法 で あ る 。

ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 焼 却 灰 を 酸 で 処 理 し 、 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム 等 を ア ル ミ ニ ウ ム

塩 と し た 後 、 中 和 し て 脱 水 し 、 セ メ ン ト を 加 え て 固 型 化 す る 方 法 で あ る 。 さ ら に 、 請 求 項

３ の 発 明 は 、 セ メ ン ト を 加 え て 固 型 化 す る 際 に 、 重 金 属 イ オ ン 固 定 剤 を 加 え る 方 法 で あ る
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。

　 し か し 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 焼 却 灰 を ア ル カ リ 水 溶 液 で 処 理 す る か ら 、 鉛 の 溶 解 度 が よ

り 高 く な っ て 鉛 が 溶 出 し 易 く な り 、 そ の 分 、 重 金 属 イ オ ン 固 定 剤 の 添 加 量 が 増 加 し て コ ス

ト 高 に な る と 予 想 さ れ る 。

　 ま た 、 焼 却 飛 灰 は １ ～ ４ ０ 質 量 ％ も の 未 反 応 の 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 含 む か ら 、 前 記 請 求

項 ２ の 発 明 で は 、 本 来 、 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム 等 を 塩 に す る 目 的 で 添 加 し た 酸 の 大 部 分 は 、 目

的 外 の 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と の 反 応 に 消 費 さ れ る た め 、 多 量 の 酸 の 添 加 が 必 要 な 場 合 が あ り

、 実 用 性 に 乏 し い と 考 え る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 株 式 会 社 ポ ー ラ ー ズ 研 究 所 　 ホ ー ム ペ ー ジ 、 ［ online］ 、 ［ 平 成 ２ ６ 年

４ 月 ２ ８ 日 検 索 ］ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト <Ｕ Ｒ Ｌ ： http://w w w.pollars.co.jp/hihai.html>

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ９ － ３ １ ４ ０ ９ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 鉛 や 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む 焼 却 灰 中 の 鉛 の 溶 出 や 金 属 ア ル ミ

ニ ウ ム の 発 泡 を 抑 制 す る た め の 、 焼 却 灰 の 低 コ ス ト か つ 簡 易 な 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と を

目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 者 ら は 、 前 記 目 的 に か な う 方 法 を 検 討 し た と こ ろ 、 i） 塩 化 カ ル シ ウ ム

は 焼 却 灰 の ｐ Ｈ を 低 下 さ せ る こ と 、 ま た 、 ii） 焼 却 灰 中 に 含 ま れ る 塩 化 カ ル シ ウ ム を 有 効

に 活 用 す れ ば 、 薬 剤 コ ス ト を 削 減 で き る こ と を 見 い 出 し 、 本 発 明 を 完 成 さ せ た 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 す な わ ち 、 本 発 明 は 以 下 の 構 成 を 有 す る 焼 却 灰 の 処 理 方 法 で あ る 。

［ １ ］ 塩 化 カ ル シ ウ ム （ Ｃ ａ Ｃ ｌ ２ ） お よ び ／ ま た は 水 酸 化 塩 化 カ ル シ ウ ム （ Ｃ ａ Ｃ ｌ Ｏ

Ｈ ） と 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム （ Ｃ ａ （ Ｏ Ｈ ） ２ ） と を 含 み 、 さ ら に 、 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム を 含

む 焼 却 灰 と 、 水 お よ び セ メ ン ト と を 混 合 し た 後 、 該 混 合 物 に さ ら に 塩 化 カ ル シ ウ ム を 添 加

し て 、 該 混 合 物 中 の 液 分 の カ ル シ ウ ム イ オ ン 濃 度 が ０ ． ７ Ｍ 以 上 、 か つ 該 液 分 の ｐ Ｈ を １

１ ． １ ～ １ ２ に す る 、 焼 却 灰 中 の 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム の 発 泡 抑 制 方 法 。

[２ ]前 記 ｐ Ｈ が １ １ ． １ ～ １ ２ に な っ た 混 合 物 か ら 固 液 分 離 し て 得 ら れ た 塩 化 カ ル シ ウ ム

を 含 む 液 分 を 、 前 記 塩 化 カ ル シ ウ ム の 全 部 ま た は 一 部 と し て リ サ イ ク ル す る 、 前 記 ［ １ ］

に 記 載 の 焼 却 灰 中 の 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム の 発 泡 抑 制 方 法 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 焼 却 灰 の 処 理 方 法 は 、 焼 却 灰 中 の 塩 化 カ ル シ ウ ム や 、 不 足 す る 場 合 に さ ら に 外

部 か ら 補 充 し た 塩 化 カ ル シ ウ ム が 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム に 優 先 し て 溶 出 す る た め 、 水 酸 化 カ

ル シ ウ ム の 溶 出 が 抑 制 さ れ て ｐ Ｈ が 低 下 し 、 鉛 の 溶 出 や 水 素 ガ ス の 発 生 を 簡 易 に 低 減 で き

る 。 ま た 、 本 発 明 の 焼 却 灰 の 処 理 方 法 は 、 焼 却 灰 中 に 元 々 含 ま れ る 塩 化 カ ル シ ウ ム を 有 効

に 活 用 で き る た め 、 そ の 分 、 薬 剤 コ ス ト を 削 減 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 ｐ Ｈ と 鉛 の 溶 解 度 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 焼 却 飛 灰 中 の カ ル シ ウ ム イ オ ン 濃 度 と 焼 却 飛 灰 の ｐ Ｈ の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 焼 却 飛 灰 が セ メ ン ト 固 型 化 に よ り 発 砲 し た 状 況 を 示 す 写 真 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 は 、 前 記 の と お り 、 塩 化 カ ル シ ウ ム や 鉛 等 を 含 む 焼 却 灰 と 、 水 お よ び セ メ ン ト と

を 混 合 し て 得 た 混 合 物 中 の 液 の ｐ Ｈ が １ ２ を 超 え る 場 合 は 、 該 混 合 物 に さ ら に 塩 化 カ ル シ

ウ ム を 混 合 し て 、 該 ｐ Ｈ を １ ２ 以 下 に す る 焼 却 灰 の 処 理 方 法 等 で あ る 。

　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 、 焼 却 灰 、 水 、 セ メ ン ト 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 お よ び 焼 却 灰 等 の 混

合 方 法 に 分 け て 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

１ ． 焼 却 灰

　 本 発 明 が 対 象 と す る 焼 却 灰 は 、 塩 化 カ ル シ ウ ム （ Ｃ ａ Ｃ ｌ ２ ） お よ び ／ ま た は 水 酸 化 塩

化 カ ル シ ウ ム （ Ｃ ａ Ｃ ｌ Ｏ Ｈ ） と 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム （ Ｃ ａ （ Ｏ Ｈ ） ２ ） と を 含 み 、 さ ら

に 、 鉛 お よ び ／ ま た は 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む 焼 却 灰 で あ る 。 前 記 水 酸 化 塩 化 カ ル シ ウ ム

は 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と の 単 な る 混 合 物 で は な く 、 固 有 の Ｘ 線 回 折 パ タ

ー ン を 有 す る 化 合 物 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 に お い て 焼 却 灰 と は 、 飛 灰 お よ び ／ ま た は 主 灰

を い う 。

　 塩 化 カ ル シ ウ ム は 潮 解 性 が 高 く 、 焼 却 炉 中 で は 存 在 し て も 、 飛 灰 と し て 回 収 さ れ 、 粉 塵

対 策 と し て 散 水 さ れ る 場 合 が 多 い た め 、 実 験 室 で 測 定 を す る と 塩 化 カ ル シ ウ ム は Ｘ 線 回 折

法 で は 検 出 さ れ な い こ と も 多 い 。 し た が っ て 、 塩 化 カ ル シ ウ ム の 含 有 量 は 、 溶 出 し た カ ル

シ ウ ム イ オ ン が 塩 化 カ ル シ ウ ム か ら の も の で あ る と 仮 定 し て 求 め る 。

　 塩 化 カ ル シ ウ ム は 、 表 １ に 示 す よ う に 、 焼 却 灰 中 に ４ ～ ２ ４ 質 量 ％ 程 度 含 ま れ 、 ま た 水

酸 化 カ ル シ ウ ム よ り 水 中 へ の 溶 出 速 度 や 溶 解 度 が 高 い 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 焼 却 灰 の 処

理 方 法 に お い て ｐ Ｈ が 低 下 す る メ カ ニ ズ ム は 、 焼 却 灰 に 加 水 す る こ と に よ り 塩 化 カ ル シ ウ

ム 由 来 の カ ル シ ウ ム イ オ ン の 濃 度 が 高 く な り 、 カ ル シ ウ ム イ オ ン の 共 通 イ オ ン 効 果 に よ り

水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 溶 出 が 抑 制 さ れ る も の と 推 察 さ れ る 。 よ っ て 、 本 発 明 で は 、 焼 却 灰 に

元 々 存 在 す る 塩 化 カ ル シ ウ ム を 有 効 に 活 用 で き る た め 、 そ の 分 、 薬 剤 コ ス ト を 削 減 で き る

。

【 ０ ０ １ ６ 】

２ ． 水

　 本 発 明 に お い て 用 い る 水 は 、 特 に 制 限 さ れ ず 、 水 道 水 、 雨 水 、 ス ラ ッ ジ 水 、 お よ び 下 水

処 理 水 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 水 の 混 合 量 は 、 焼 却 灰 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 し 、 好 ま し く は ５

質 量 部 以 上 、 よ り 好 ま し く は ２ ５ 質 量 部 以 上 で あ る 。 水 の 混 合 量 が ５ 質 量 部 未 満 で は 、 セ

メ ン ト の 強 度 発 現 に 必 要 な 水 が 足 り な い 場 合 が あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

３ ． セ メ ン ト

　 本 発 明 に お い て 用 い る セ メ ン ト は 、 特 に 制 限 さ れ ず 、 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 、 早 強

ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 、 中 庸 熱 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 、 低 熱 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 、 高 炉

セ メ ン ト 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ セ メ ン ト 、 石 炭 灰 含 有 セ メ ン ト 、 お よ び エ コ セ メ ン ト か ら な る

群 よ り 選 ば れ る １ 種 以 上 が 挙 げ ら れ る 。

　 セ メ ン ト の 混 合 量 は 、 焼 却 灰 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 し 、 好 ま し く は ５ ～ １ ０ ０ 質 量 部 で あ る

。 該 混 合 量 が 該 範 囲 に あ れ ば 、 焼 却 灰 の 防 塵 や 減 容 化 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

４ ． 塩 化 カ ル シ ウ ム

　 本 発 明 に お い て 用 い る 塩 化 カ ル シ ウ ム は 、 工 業 製 品 お よ び 試 薬 の い ず れ で も よ い 。 ま た

、 塩 化 カ ル シ ウ ム の 使 用 形 態 は 、 粉 粒 体 ま た は 水 溶 液 に し て 用 い る こ と が で き る が 、 混 合

の 容 易 性 か ら 、 好 ま し く は 水 溶 液 で あ る 。

　 さ ら に 、 前 記 塩 化 カ ル シ ウ ム は 、 ｐ Ｈ １ ２ 以 下 に 調 整 し た 焼 却 飛 灰 の 洗 浄 水 、 お よ び 本

発 明 の 焼 却 灰 の 処 理 方 法 に お い て ｐ Ｈ が １ ２ 以 下 に な っ た 前 混 合 物 か ら 固 液 分 離 し て 得 ら

れ た 塩 化 カ ル シ ウ ム を 含 む 液 分 等 の 塩 化 カ ル シ ウ ム 含 有 水 が 挙 げ ら れ る 。 該 塩 化 カ ル シ ウ

ム 含 有 水 を 、 外 部 か ら 混 合 す る 塩 化 カ ル シ ウ ム の 全 部 ま た は 一 部 代 替 と し て 有 効 活 用 す れ

ば 、 さ ら に そ の 分 、 薬 剤 コ ス ト を 削 減 で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】
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５ ． 焼 却 灰 等 の 混 合 方 法

　 焼 却 灰 、 水 お よ び セ メ ン ト の 混 合 は 、 特 に 制 限 さ れ ず 、 i） 焼 却 灰 と 水 を 混 合 し た 後 、

該 混 合 物 に セ メ ン ト を 混 合 す る 方 法 、 ii） セ メ ン ト と 水 を 混 合 し た 後 、 該 混 合 物 に 焼 却 灰

を 混 合 す る 方 法 、 iii） セ メ ン ト 、 水 お よ び 焼 却 灰 を 一 緒 （ 同 時 ） に 混 合 す る 方 法 が 挙 げ

ら れ る 。 い ず れ の 方 法 で も 、 焼 却 灰 を 湿 潤 状 態 で 混 合 す る た め 、 焼 却 灰 中 の 鉛 等 の 有 害 物

質 の 飛 散 を 防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 混 合 装 置 は 、 強 制 練 り ミ キ サ 、 混 練 造 粒 機 、 混

練 押 出 機 等 が 使 用 で き る 。 ま た 、 成 型 は 、 流 し 込 み 、 振 動 締 固 め 、 転 圧 な ど 混 合 物 の レ オ

ロ ジ ー 特 性 に 応 じ て 種 々 の 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。

　 ま た 、 焼 却 灰 中 に 水 酸 化 カ ル シ ウ ム が 過 剰 に 含 ま れ る 場 合 や 、 固 型 化 に 必 要 な セ メ ン ト

が 多 く な る 場 合 等 に お い て 、 焼 却 灰 に 元 々 含 ま れ る 塩 化 カ ル シ ウ ム の 量 で は 、 焼 却 灰 の ｐ

Ｈ を １ ２ 以 下 に で き な い 場 合 は 、 さ ら に 外 部 か ら 塩 化 カ ル シ ウ ム を 添 加 し て 混 合 し 、 ｐ Ｈ

を １ ２ 以 下 に す る 。 な お 、 混 合 の し 易 さ か ら 塩 化 カ ル シ ウ ム は 水 溶 液 の 形 態 で 混 合 す る と

よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 焼 却 灰 、 水 、 セ メ ン ト 、 お よ び 塩 化 カ ル シ ウ ム の 混 合 物 中 の 液 分 の カ ル シ ウ ム イ オ ン 濃

度 は 、 好 ま し く は ０ ． ５ Ｍ 以 上 で あ る 。 該 濃 度 が ０ ． ５ Ｍ 以 上 で あ れ ば 、 図 ２ に 示 す よ う

に 、 前 記 混 合 物 中 の 液 の ｐ Ｈ は １ ２ ． ０ 以 下 に な る 。 な お 、 該 濃 度 は 、 よ り 好 ま し く は ０

． ７ Ｍ 以 上 で あ る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 表 １ に 示 す 流 動 床 炉 飛 灰 １ ０ ０ 質 量 部 （ 乾 燥 状 態 に 換 算 し て ） に 対 し 、 水 を ９ ５ 質 量 部

（ 該 飛 灰 に 含 ま れ る 水 分 を 含 む ） 、 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト を ７ ５ 質 量 部 添 加 し て 、 ホ

バ ー ト ミ キ サ を 用 い て ３ 分 間 混 練 し た （ １ 回 目 の 混 練 ） 。 １ 回 目 の 混 練 物 の 液 分 の ｐ Hは

１ ２ ． ２ で あ っ た 。 ま た 、 １ 回 目 の 混 練 の 間 や 、 型 枠 に 充 填 中 に も 水 素 ガ ス が 発 生 し た 。

発 泡 し た 硬 化 体 の 例 を 図 ３ に 示 す 。

　 次 に 、 該 混 練 物 中 に 、 流 動 床 炉 飛 灰 １ ０ ０ 質 量 部 （ 乾 燥 状 態 に 換 算 し て ） に 対 し 塩 化 カ

ル シ ウ ム を １ ０ 質 量 部 添 加 し て ３ 分 間 混 練 し た （ ２ 回 目 の 混 練 ） 。 ２ 回 目 の 混 練 物 の 液 分

の ｐ Hは １ １ ． １ で あ っ た 。 ま た 、 ２ 回 目 の 混 練 の 間 、 水 素 ガ ス は 発 生 し な か っ た 。 な お

、 水 素 ガ ス の 発 生 は 、 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム 上 に 生 成 し て い る 酸 化 被 膜 の 厚 さ に 依 存 す る と 考

え ら れ 、 飛 灰 に 金 属 ア ル ミ ニ ウ ム 試 薬 を 添 加 す る と 、 水 素 ガ ス は よ り 発 生 し や す く な り 、

ま た 、 時 間 が 経 過 し た 飛 灰 や ロ ッ ト に よ っ て は 水 素 ガ ス の 発 生 時 期 が 遅 れ る こ と も あ っ た

。

　 ま た 、 １ 回 目 お よ び ２ 回 目 の 混 練 物 の 液 分 中 の 鉛 の 濃 度 を 、 誘 導 イ オ ン プ ラ ズ マ 質 量 分

析 （ Ｉ Ｃ Ｐ － Ｍ Ｓ ） を 用 い て 測 定 し た 結 果 、 １ 回 目 の 液 分 で は １ × １ ０
－ ５

M、 ２ 回 目 の

液 分 で は ２ × １ ０
－ ７

Mで あ り 、 ｐ Hが 低 い ほ ど 鉛 の 濃 度 が 低 い 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 焼

却 灰 の 処 理 方 法 は 、 焼 却 灰 か ら の 鉛 の 溶 出 や 水 素 ガ ス の 発 生 を 簡 易 に 低 減 す る こ と が で き

る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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